
●改革プラン目標の達成状況について 〈令和３年度点検・評価〉

大項目 方法・内容等 実施機関 事業期間 取　　組　　内　　容 評　価 備　　　考

静内
H28～R3

継続

　札幌医科大学等医育大学、関係機関、民間紹介会社を介し

て募集を行ったが、確保には至らなかった。

　　Ｒ２年度　Ｂ

　　Ｒ３年度　Ｂ
常勤医師：６名

三石
H28～R3

継続

　常勤医及び土日祝祭日等の出張医については、関係機関及

び民間紹介会社を通じ充足されているものの、継続的に医療

を提供するためには、医師確保対策を進める必要があった。

　　Ｒ２年度　Ｂ

　　Ｒ３年度　Ｂ
常勤医師：２名

静内
H28～R3

継続

　　Ｒ２年度　Ａ

　　Ｒ３年度　Ａ

・令和２年度末４８名

・令和３年度末４７名

三石
H28～R3

継続

　　Ｒ２年度　Ｂ

　　Ｒ３年度　Ｂ

・令和２年度末２２名

・令和３年度末２２名

静内
H28～R3

継続

　　Ｒ２年度　Ｂ

　　Ｒ３年度　Ｂ

三石
H28～R3

継続

　　Ｒ２年度　Ｂ

　　Ｒ３年度　Ｂ

静内

H29検討

H30～R3

実施

　優先順位を定め医療機器の更新を行っており、電子カルテ

関連機器については、更新計画を作成し令和２年度より３年

間の予定で更新を行った。また、新型コロナウイルス感染症

に対応するため、国等の制度を活用し必要機器を購入した。

　　Ｒ２年度　Ａ

　　Ｒ３年度　Ａ

三石

H29検討

H30～R3

実施

〃
　　Ｒ２年度　Ａ

　　Ｒ３年度　Ａ

5
物流管理手法の

見直し
診療材料の共同購入 静内・三石

H29検討

H30調整

R元～R3

実施

　両病院において、診療材料で同じ用途で使用しているが物

品が違うものがあり、購入価格を比較し、より安価で購入が

可能な物品に随時変更を行い、コスト削減を行った。

　　Ｒ２年度　Ｂ

　　Ｒ３年度　Ｂ

6
経営感覚に富む

人材の確保

病院事業経営に精通した人材

の育成
静内・三石

H28検討

H29～R3

実施

　病院事務職員については、数年で人事異動があるため蓄積

された経営ノウハウが発揮しづらい状況であることから、令

和３年度から北海道厚生局へ職員を派遣した他、経営コンサ

ルや総務省の経営アドバイザー事業も活用し、人材の育成を

行った。

　　Ｒ２年度　Ｂ

　　Ｒ３年度　Ａ

7 医事業務の充実 医事部門の充実強化 静内・三石

H29検討

H30～R3

実施

　令和３年度から医事グループが設置となり、各病院の医事

部門と連携を強化することで、医事業務の充実を図った。

　　Ｒ２年度　Ｂ

　　Ｒ３年度　Ａ

　医療人材の有効活用を行うため、町立２病院の組織を一元

化し体制の整備を行った。

情報収集・計画的な採用

4

小項目

経営の効率化

1 医師の確保
大学医局・民間紹介会社等の

情報を活用

2 看護師の確保 随時募集の実施

3
医療スタッフの

確保

医療機器の計画

的な整備

費用対効果・使用頻度等を勘

案した計画的な整備
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●改革プラン目標の達成状況について 〈令和３年度点検・評価〉

大項目 方法・内容等 実施機関 事業期間 取　　組　　内　　容 評　価 備　　　考小項目

静内
H28～R3

継続

　令和２年１０月より病床１２床を転換した地域包括ケア病

床において、効果的な転床等を行い収益の確保を図った。

　　Ｒ２年度　Ａ

　　Ｒ３年度　Ａ

三石
H28～R3

継続

　療養病床施設基準のランクアップに向け、病院スタッフへ

の勉強会を行った。

　　Ｒ２年度　Ｂ

　　Ｒ３年度　Ｂ

静内
H28～R3

継続

　コロナ禍のため予定していた研修会が中止になることも

あったが、概ね必要な研修の実施・参加ができた。

　　Ｒ２年度　Ｂ

　　Ｒ３年度　Ｂ

三石
H28～R3

継続
〃

　　Ｒ２年度　Ｂ

　　Ｒ３年度　Ｂ

10
病床の効率的運

用

診療部門・看護部門・地域連

携部門の連携による効率的病

床管理

静内・三石

H28検討

H29～R3

実施

　町立静内病院において、廃止した「まきば」施設を活用

し、新型コロナウイルス感染症に対応するため、令和３年５

月に宿泊施設を開設。また、１０月にはコロナ陽性者の治療

のための専門病床を１０床整備し、日高圏域におけるコロナ

陽性者の重要な施設として運用した。

　　Ｒ２年度　Ｂ

　　Ｒ３年度　Ｂ

静内
H28～R3

継続

　　Ｒ２年度　Ｂ

　　Ｒ３年度　Ｂ

三石
H28～R3

継続

　　Ｒ２年度　Ｃ

　　Ｒ３年度　Ｂ

12 費用分析の強化 原価計算システムの導入 静内・三石

H29検討

H30～R3

実施

　実施も含め具体的に取組めていない状況である。
　　Ｒ２年度　Ｃ

　　Ｒ３年度　Ｃ

静内
H28～R3

継続

　各部門の責任者で構成している院内定例会議にて経営状況

（毎月の医業収益や病床稼働率等）を周知し、病院経営への

意識高揚を図っている。

　　Ｒ２年度　Ｂ

　　Ｒ３年度　Ｂ

三石
H28～R3

継続

　各部門の責任者で構成している院内定例会において、経営

状況を周知し、病院経営への意識高揚を図っている。

　　Ｒ２年度　Ｂ

　　Ｒ３年度　Ｂ

14 ボランティア活動の推進 静内・三石

H28検討

H29～R3

実施

　ボランティアの是非等も含め、具体的に検討できなかっ

た。

　　Ｒ２年度　Ｃ

　　Ｒ３年度　Ｃ

　２病院の組織一元化を行い効率的な人員配置となるよう業

務量や年齢構成等を考慮して人員を配置しているが、手術の

際に臨床工学技士や放射線技師が職種を超えて可能な業務を

行うことが出来るよう、人員の育成を行っている。また、休

暇等により技術者が不在の際、これまでは非常勤医員により

対応していたが、病院相互の取組みが実施できた。

経営の効率化

8 医業収益の確保 効果的な施設基準の選択

9
適切な診療報酬

の請求

職員のスキルアップ・各種説

明会・研修会の参加及び実施

11
効率的な人員配

置
業務内容・方法の改善を研究

13

その他管理的経

費の節減

費用に対する意識の改善
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●改革プラン目標の達成状況について 〈令和３年度点検・評価〉

大項目 方法・内容等 実施機関 事業期間 取　　組　　内　　容 評　価 備　　　考小項目

15 地域連携室の充実 静内
H28～R3

継続

　町立静内病院に地域連携室を設置し、社会福祉士２名及び

看護師１名を配置し、各種相談・地域連携機能の充実を図

り、今までは退院後の生活が困難な高齢者や介護サービス利

用中の方のみの関りでしかなく、潜在的に生活で困っている

方への支援は全くできていなかったが、６５歳以上の入院者

へアセスメントを行い、積極的に支援を行うことにより、退

院後の生活を整えることができるようになった。（入退院支

援加算を届出）

　　Ｒ２年度　Ａ

　　Ｒ３年度　Ａ

16
介護・福祉行政に精通した職

員の配置
静内

H29～R3

実施
　平成３０年度に目標達成。

　　Ｒ２年度　Ａ

　　Ｒ３年度　Ａ

17
地域の医療機関とのモダリ

ティ共同利用
静内

H29～R3

実施

　引き続き、町内他病院ＭＲＩでの撮影及び町内医科・歯科

診療所からの町立静内病院ＣＴ撮影の対応を行った。

　　Ｒ２年度　Ａ

　　Ｒ３年度　Ａ

18
新ひだか町バーチャル総合病

院構想の実現
静内・三石

H28～R3

継続

　新ひだか町バーチャル総合病院構想は町立病院の医療情報

の電子化、遠隔画像読影等による診断精度の向上、地域医療

のＩＣＴ化による情報連携を目指し、電子カルテシステムを

基幹とした医療情報連携体制を構築しようとするものであ

り、現在は町立２病院、１診療所、老健１施設及び特養２施

設でシステムを共用している。

　基幹となっている電子カルテシステムの導入成果として、

導入前と比較し紙媒体やフィルム媒体の管理が不要になった

こと及び電子ペンシステムの採用による省力化、診療予約制

の実施や地域連携機能の充実など患者の利便性向上に繋がっ

ている。

　また、遠隔画像読影等では、札幌市内の放射線診断専門医

と回線を繋ぎPACS画像読影を行っており診断精度の向上を

図り、さらに札幌市内の脳神経外科病院とも画像データの連

携を行い、脳血管疾患の早期治療が可能となっている。ただ

し、町内医療機関とは十分な連携は図られておらず、今後の

展開について協議検討が必要である。

　　Ｒ２年度　Ｂ

　　Ｒ３年度　Ｂ

19 病院機能の向上
新ひだか町立静内病院循環器

センター（仮称）の開設
静内

H28検討

H29設計

H30～31建設

R2～3実施

　循環器センターについては、地域の医療需要等を鑑み白紙

とした。

　　Ｒ２年度　Ｃ

　　Ｒ３年度　Ｃ

再編・ネットワー

ク化

地域連携の推進
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●改革プラン目標の達成状況について 〈令和３年度点検・評価〉

大項目 方法・内容等 実施機関 事業期間 取　　組　　内　　容 評　価 備　　　考小項目

再編・ネットワー

ク化
20 財政支援の実施 近隣町の費用負担の実施 静内

H28～R3

継続

　日高中部圏域で不足する婦人科診療を維持するため令和３

年度も近隣町より負担いただいた。

　　Ｒ２年度　Ａ

　　Ｒ３年度　Ａ

静内
H28～R3

継続

　適正な収益の確保を図るため、臨床検査適正化委員会にお

いて、毎月の査定状況を分析し、査定対策を行い収益の確保

に努めており、また、随時、物品委員会にて診療材料の見直

しを進めている。

　　Ｒ２年度　Ｂ

　　Ｒ３年度　Ｂ

三石
H28～R3

継続

　療養病床における医療区分２．３の適正な管理に伴う収益

の確保を継続的に行い、各部門で診療材料の適正な管理を

行っている。また、物品管理委員会において、物品コストの

見直しを図るため、診療材料の見直しを進めている。

　　Ｒ２年度　Ｂ

　　Ｒ３年度　Ｂ

22
経営管理組織の

設置

改革プランに基づき経営改善

を進める「経営企画室」（仮

称）の設置

静内・三石

H29

検討・実施

H30～R3

実施

　病院部門ではないものの、引き続き医療・介護対策室で病

院のあり方について検討している。

　　Ｒ２年度　Ａ

　　Ｒ３年度　Ａ

23
管理機能の見直

し

２病院の管理機能について業

務体制の見直し
静内・三石

H29検討

H30試行

R元～R3

実施

　令和３年度実施。
　　Ｒ２年度　Ａ

　　Ｒ３年度　Ａ

24
病床機能及び運

営体制の見直し

医療需要と経営効率を考慮し

た病床機能及び運営体制の検

討

静内・三石

H29検討

H30試行

R元～R3

実施

　病院部門ではないものの、引き続き医療・介護対策室で病

院のあり方について検討している。

　　Ｒ２年度　Ｂ

　　Ｒ３年度　Ｂ

25
医療機関等との

連携
情報交換・連携の強化 静内・三石

H28継続

H29～R3

充実

　在宅医療介護連携推進事業を介し、医療機関や介護施設等

とも情報共有並びに必要な研修会を実施した。また、町内ク

リニックに対し日高医師会を通じ、医師を派遣した。

　　Ｒ２年度　Ｂ

　　Ｒ３年度　Ｂ

静内
H28～R3

継続

   札幌医科大学医学部３年生（Web）及び５年生の実習を継

続的に実施しており、地元中学校及び高校の医療職を志す生

徒のインターンシップの受入れも実施している。また不定期

ではあるが、旭川医科大学より初期臨床研修医の受入れを

行っている。

　　Ｒ２年度　Ａ

　　Ｒ３年度　Ａ

三石
H28～R3

継続
　札幌医科大学医学部３年生の実習（Web）を行った。

　　Ｒ２年度　Ａ

　　Ｒ３年度　Ａ

27 住民の理解 広報活動の充実・強化 静内・三石
H28～R3

継続

　病院ホームページを見やすくてわかりやすくするため、

トップページのデザインを変更した。

　　Ｒ２年度　Ｂ

　　Ｒ３年度　Ｂ

地域医療構想を踏

まえた役割の明確

化 26
教育機関との連

携

医療系大学等との連携・研修

受入れ

経営形態の見直し

21 経営改善の実施
適正な収益の確保とコスト管

理の徹底
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